
　 図 A ～ D の梁について， 静定か不静定かの組合せと し て妥当なのはど れか。

　 　 　  A　 　 　   　 B　 　 　  　 C　 　 　  　 D

１ ． 静定　 　 　 静定　 　 　 静定　 　 　 不静定

２ ． 静定　 　 　 静定　 　 　 不静定　 　 不静定

３ ． 不静定　 　 静定　 　 　 静定　 　 　 不静定

４ ． 不静定　 　 静定　 　 　 不静定　 　 静定

５ ． 不静定　 　 不静定　 　 静定　 　 　 静定
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C D



　 　 　 　 　 　 湿潤状態の土試料５  ５  cm 3の質量が９  ８  g であった。 こ の土試料を炉乾燥し て質

量を 測っ たと こ ろ ７８ g と なっ た。 ま た， こ の土試料の土粒子の密度は ２．６ g  /cm 3 である

こ と が分かっている 。 炉乾燥する 前のこ の土試料の飽和度はいく ら か。

ただし ， 水の密度を １．０ g  /cm 3 と する 。

１ ．７５ ％

２ ．８０ ％

３ ．８５ ％

４ ．９０ ％

５ ．９５ ％



　 　 　 　 　 　 下水処理で発生する 汚泥の有効利用に関する 次の記述の A ～ Cに当てはま る

も のの組合せと し て妥当なのはど れか。

下水処理の過程で生成さ れる 下水汚泥は， 主に 　  A 　  量の存在の程度によ っ て様々

な有効利用方法がある 。

こ れま では減量化と 有効利用の観点から ， 下水汚泥の焼却灰を原料と し て， レ ンガな

ど の建設資材をつく り ， その利用が中心に行われてき た。

下水汚泥は，  A 　  を 多量に含んでおり ， エネルギー利用と し て， 汚泥の 　  B 　  消

化過程に発生する メ タ ンガス を利用し た発電や， 下水汚泥中の水分を除いた乾燥汚泥の

燃料と し ての利用など が行われている 。

近年では， 野菜など を 育てる 化学肥料など と し て使われる  　  C 　  の下水汚泥から の

回収など の利活用が図ら れている 。

　 　 　  A  B 　 　 　  C 

１ ． 無機物 好気性 亜鉛

２ ． 無機物 好気性 リ ン

３ ． 有機物 好気性 亜鉛

４ ． 有機物 嫌気性 亜鉛

５ ． 有機物 嫌気性 リ ン


